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第１章  序論  

１．動機  

 私は 2018 年に起きた「西日本豪雨災害」を実際に体験して、人生で

初めて雨が怖いと思った。この時は、2，3 日継続した大雨で、「梅雨だ

から仕方ないな」と思っていた。当時の私は、災害が起きるほどの雨だ

とは全く感じていなかった。しかし、夜になるにつれ用水路との境目が

なくなり、ついに家の前の道路や庭までが川のようになってしまった。

その時初めて「大変なことが起きた」ことに気づいた。すでに避難勧告

が出ていたにもかかわらず、もうどこかへ避難することもできなかった。

幸い私の家の辺りは 1 日も経てば水が引き、普段の生活に戻ることがで

きた。しかし、同じ高校の友達の中には大きな川の氾濫で家が浸かって

しまった人もいた。こうした豪雨災害は毎年のように全国各地で起きて

いる。ニュースで観るたびに「怖いな」とは感じているが、実際に自分

がとった行動はじっと家の中にいて、避難できるタイミングを逃してし

まったのである。心のどこかに「岡山県は災害の少ない地域で大丈夫」

だという根拠のない思い込みがあったのである。  

 将来、教職に就こうと考える私は、災害を正しく理解し正しく恐れる

ことができる子ども達を育てたいと考える。そのためにどのような雨が

降ると水害が起きてしまうのか、水害が起きたらどのように行動すれば

よいのかについて研究し、教材を作りたいと考えた。また、自然災害を

どこか遠い世界の出来事と考えるのではなく、自分ごととして感じるこ

とのできる子どもを育てるにはどうすればよいのか、指導の在り方につ

いても考えていきたい。そして、この内容を授業で取り扱うことで、豪

雨災害を知らない子ども達の防災意識を高めていきたいと考えた。   
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２．背景  

 前項では、私が西日本豪雨の際に「自分は大丈夫だろう」という根拠

のない思い込みによって安全な避難のタイミングを逃してしまった体験

について述べたが、このような誤った判断は私固有の問題なのだろうか。 

ウェザーニュースの減災調査（2018）よると、西日本豪雨の際に自分が

「避難すべき状況であった」と回答した人のうち、実際に避難した人は

わずかに 16％であった１ ）。残りの 84％の人は避難すべき状況であった

にもかかわらず、実際には避難していなかったのである。そして、避難

しなかった理由として約半数の人が「自分の周辺は大丈夫だと思った」

と回答している。このことから多くの人が私と同様に危機に直面しても  

状況を正しく認識できていないことが分かった。  

 では、なぜ人は危機に直面している時に「自分だけは大丈夫だろう」

と甘い考えをもつのだろうか。このことについて国土交通委員会専門員

の林浩之は次のように述べている２ ）。  

 

 

 

 

 

 

 さらに、防災システム研究所が公式ホームページの中で引用している

Aviation,Space, and Environmental Medicine 誌に発表されたイギリス

の心理学者ジョン・リーチ博士の研究によると、運悪く不意の災害に見

舞われた時、人の取る行動は次頁のような３つのカテゴリーに分かれる

そうである３ ）。  

私たちの心は、ある範囲までの異常は、異常だと感じずに、正常の範囲

内のものとして  処理するようになっている。このような心のメカニズ

ムを「正常性バイアス」と言う。もともとは、私たちが過度に何かを恐

れたり、不安にならないために働いているはずなのだが、災害時には、

「まだ大丈夫」、「自分だけは大丈夫」、「今まで問題なかったから今回も

大丈夫」という勝手な思い込みの元となり、避難が遅れる原因となる。 
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このように災害に遭遇した時、多くの人は自分のおかれた状況を直視

できず、ショック状態に陥るか我を失ってしまうかして、何もできなく

なるものなのだということが分かった。そして、この精神的なパニック

状態が客観的な判断を阻害し、「自分だけは大丈夫」という誤った考えに

陥ってしまう原因なのではないかと考える。  

一方で、精神的なパニック状態になる以前の平常時に正常性バイアス

の根本的な原因があるという指摘がある。即ち、普段から災害について

イメージができないから緊急時に冷静な判断ができないのではないかと

いうのである。内閣府の防災に関する世論調査（2017）によると、河川

の氾濫による災害被害の具体的イメージができると回答したのは全体の

わずか 27％の人であったという４ ）。災害が起こってから対応を考えるの

ではなく日常から災害についてイメージする、もっと言えば、小学生の

うちから防災について学び、「自然災害を正しく恐れ、正しく行動できる」

ように育てていくことが大切なのではないかと考えた。  

  

 本卒業研究では、私自身が体験した西日本豪雨をきっかけとして、雨

や水害についての防災教育について理科教育の内容として取り上げる。  

正しい知識をもとに状況を冷静に判断し、行動することのできる子ども

を育てていきたい。  

 

１、落ち着いて行動できる人＝10～ 15% 

２、我を失って泣き叫ぶ人＝15%以下  

３、ショック状態に陥り、呆然として何も  

  できない状態になってしまう人＝70～ 75％  
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３．先行事例  

 前項で取り上げた「自分は大丈夫だろう」という根拠のない思い込み、

すなわち正常性バイアスの働きによって安全に避難できるタイミングを

逃してしまうという問題に対して、皆川勝 ,中村遼太 ,高橋翔天は「災害時

は正常性バイアスと共に楽観性バイアスや同調性バイアスなど様々な認

知バイアスが働く」と述べている５ ）。さらに、菊池聡は「災害発生時に

生じる認知バイアスは、それが緊急時であるという制約下で思考や行動

に平常時よりも強い影響を与える」と指摘している６ ）。この結果、多様

なバイアスの影響が強くなり、「自分は大丈夫だろう」といった不適切な

意思決定に結び付く可能性を高めてしまうのである。  

 次に、日野宗門は『地域防災実戦ノウハウ―西日本豪雨 :住民が避難し

ない理由と対策―』の中で正常性バイアスに伴う「避難しない理由」と

それに対する 13 の対策を提示している７ ）。その対策の中でも「日ごろ

から防災教育をする」という項目があり、これは理科教育の中でできる

のではないかと考えた。  

 川真田早苗と村田守は『徳島県吉野川市川田川水害頻発地域の小学校

4 年生を対象とした総合的な学習の時間における防災プログラムの実践』

というテーマのもと総合的な学習の時間を用いて理科学習と社会科学習

を融合させて防災について授業を行った。そしてこの論文の中で、「授業

からさらに発展してこの学習成果を家族・地域住民に対して発表学習を

行った。その結果、水害対策が地域全体の問題として捉えられ、最終的

には行政をも動かすことができた」と述べらている８ ）。  

この研究をもとに、私は岡山県で起きた西日本豪雨を題材として自ら

の研究を進めていきたいと考えた。  
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４．研究仮説  

 研究の背景では、多くの人が日常から災害をイメージできず、正常性

バイアスが働き避難が遅れてしまうと述べた。そのため、子どものうち

から理科教育の中で防災について学ぶことで「自然災害を正しく恐れ、

正しく行動できる人」を育てていくことができるのではないかと考えた。

そこで本研究では、第 5 学年「台風と天気の変化」の単元を対象として、

児童の防災意識を高めることのできる授業の在り方について調べていこ

うと思う。研究仮説は以下のとおりである。  

 

 

 

 

 

 

 

実際に岡山県で起こった「西日本豪雨」を理科の授業の中で取り

上げることで、より身近に自然災害についての学びが深まるのでは

ないかと考えた。さらに、豪雨災害についてだけではなく地震や台

風の自然災害も同じように、身近で起こり得るものとして理科教育

の中で取り上げることで、日常から災害をイメージでき、防災意識

が高まるのではないかと考えた。しかし、災害は体験しようと思っ

てできるものではない。教材を用いて体験的で印象に残りやすく、

防災意識を高めることのできる授業研究・教材開発を進めていくこ

とにする。  

 

1．理科教育の中で、自然災害が発生する原因や仕組みについて  

 学ぶことで防災意識を高めることができる。  

2．第 5 学年「台風と天気の変化」の単元において、身近な自然

現象である雨について学習することで気象現象に興味・関心を

もち、豪雨災害に対する深い学びを実現することができる。  
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第２章  文献調査  

 

１．学習指導要領での位置づけ  

 平成 29 年 7 月発行小学校学習指導要領解説理科編９ ）によると、理科

教育の内容は「A 物質・エネルギー」と「B 生命・地球」の二つに区分

される。本研究で題材とする「台風と天気の変化」の単元は「B 生命・

地球」に該当する。第 5 学年「台風と天気の変化」の目標は以下のとお

りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように「台風と天気の変化」の学習では、まず台風の動きに注目

して、それと関係付けて天気の変化を調べる活動を行ったり、映像から

台風によって起こる災害について学習する。観察や調べ学習だけでなく、

実際に災害対策のできる教材を用いて体験的に学習することで、より防

災に興味・関心を持つことができるのではないかと考えた。そして、身

近な豪雨災害など自然災害について授業内で取り上げることで、理科教

育の中で防災教育も行うことができるのではないかと考えた。  

天気の変化の仕方について、雲の様子を観測したり、映像などの気象情報

を活用したりする中で、雲の量や動きに着目して、それらと天気の変化と

を関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。  

ア  次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付

けること。  

（ア）天気の変化は、雲の量や動きと関係があること。  

（イ）天気の変化は、映像などの気象情報を用いて予想できること。  

イ  天気の変化の仕方について追究する中で、天気の変化の仕方と雲の量

や動きとの関係についての予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表

現すること。  
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２．教科書調べ  

小学校学習指導要領の目標を受け、これまでの文部科学省検定教科書

において「天気の変化」の内容をどのように扱ってきたのか、東京書籍

の以下の 13 冊について調査した。  

【調査対象】  

  ①『昭和 49 年度  新訂  新しい理科  2 年』  

  ②『昭和 52 年度  新編  新しい理科  2 年』  

  ③『昭和 55 年度  新しい理科  3 年』  

  ④『昭和 61 年度  新編  新しい理科  3 年』  

  ⑤『昭和 64 年度  新訂  新しい理科  3 年』  

  ⑥『平成 4 年度  新しい理科  5 年上』  

  ⑦『平成 8 年度  新編  新しい理科  5 年上』  

  ⑧『平成 12 年度  新訂  新しい理科  5 年上』  

  ⑨『平成 14 年度  新しい理科  5 年上』   

  ⑩『平成 17 年度  新編  新しい理科  5 年上』  

  ⑪『平成 23 年度  新しい理科  5 年』  

  ⑫『平成 27 年度  新編  新しい理科  5 年』  

  ⑬『令和 2 年度  新しい理科  5 年』  

 

【調査内容】  

 『天気』についての単元内容で、防災教育についての実感を伴う活動

か、実感を伴わない活動かという点に着目し、自分自身の直感を頼りに

教科書に記載された実験・観察の記述や図を調べ、活動方法や実験内容

ごとに色分けして分類整理した。  

 

 

 

 

・実感を伴う活動・・・黄色     

・実感を伴わない活動・・・青色  
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S49 ・雨が降るときの雲の様子を調べましょう。p.15 

 

・雨の降る様子を調べましょう。  

雨の降り方で雨水のたまり方や流れ方は、どう違うでしょうか。p.16  

 

・雨が止んだら、運動場で調べましょう。  

流れたあとは、どうなっているでしょうか。p.18 

S52 ・雨が降っているときの地面の様子を調べましょう。p.27 

 雨の降り方でどう変わるでしょうか。  

 

・雨が止んだら外に出て、地面の様子を調べましょう。p.28 

雨水が流れた後はどうなっているか調べる  

S55 ・太陽が雲に隠れたり、雲から出たりする様子を見ましょう。p.30 

・5 分間ほど、雲の動く様子を調べてみましょう。p.32 

・天気と雲の様子を調べましょう。p.34 

S61 ・5 分間ほど雲の動く様子を観察しましょう。p.22 

・晴れの日と曇りの日の午前 10 時頃の空気の温度を測って比べまし

ょう。p.26 

・3～4 日、天気の様子を調べて下のように記録しましょう。p.27 

S64 ・5 分間ほど雲の動く様子を観察しましょう。p.22 

・晴れの日と曇りの日の午前 10 時ごろの空気の温度を測って比べま

しょう。p.26 

・3～4 日、天気の様子を調べて下のように記録しましょう。p.27 

H4 ・天気の記録と、同じ日の「ひまわり」の雲写真とを見比べて、天気

の変化について考えよう。p.21 

・気象衛星「ひまわり」の雲写真と、同じ日の同じ時刻の各地の空の

様子の写真から次のことを考えよう。p.22・23 

（1）自分たちの住んでいるところの天気は、どう変化していると考

えられるか。  

（2）日本付近の天気は、どのように変化していると考えられるか。 

（3）雲の動く方向から、天気の変化にはどんなきまりがあると考え

られるか。  
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H8 ・数日間「ひまわり」の雲写真や天気予報などと、実際の天気を調べ

て記録しよう。p.12 

・テレビの天気予報、気象衛星「ひまわり」の雲写真、同じ日の同じ

時刻の各地の空の様子の写真から、次の（1）（ 2）（3）について考え、

話し合おう。p.14,15 

（1）自分たちの住んでいるところの天気は、どう変化しているか。 

（2）日本付近の天気は、どのように変化していると考えられるか。 

（3）天気の変化には、どんなきまりがあると考えられるか。  

H12 ・同じ時刻の、各地の天気と気象衛星の雲写真、鹿児島と大阪と、東

京の空の様子である。これらの資料から、次の（1）（2）のついて

考え、話し合おう。p.10,11 

（1）自分たちの住んでいるところの天気は、どう変化している

か。  

（2）天気の変化には、どんなきまりがあると考えられるか。  

 

・資料（雲写真と雨量情報）を見て台風の進み方と天気の変化につい

て考えよう。p.40,41 

H14 ・天気の変化を知る情報について調べ、そこから読み取れることはな

にかを話し合おう。p.2 

・同じ時刻の気象衛星の雲写真とアメダスの雨量情報、各地の天気、

東京と大阪の空の様子である。これらの資料から、次の（1）（2）

について考え、話し合おう。p.4,5 

（1）私たちの住んでいるところの天気は、どう変化しているか。  

（2）天気の変化の仕方には、何かきまりのようなものがあると考

えられるか。  

・数日間、実際に天気を観測して、気象情報と比べよう。p.7,8 

 

・資料（台風 12 号の気象衛星の雲写真とアメダスの雨量情報）を見

て台風の進み方と天気の変化について調べよう。p.49 

 

・わたしたちが住んでいる地域で、過去に、台風によって災害が起き

たり、水不足が解消されたりしたことがあるか、地域の資料を調べ

たり、台風を経験した人の話を聞いたりしてみよう。p.50 



10 
 

H17 ・天気の変化を知るための情報にはどのようなものがあるかを調べ、

そこから読み取れることはなにかを話し合おう。p.3 

・同じ時刻の気象衛星の雲写真、アメダスの雨量情報、各地の天気、

大阪と東京の空の様子である。これらの資料をもとに、次の（1）～

（3）について考え、話し合おう。p.4,5 

（1）わたしたちの住んでいるところの天気は、どのように変化し

ているか。  

（2）日本付近の雲は、どのように動いているか。  

（3）雲の動きと天気の変化には、どのような関係があるか。  

・数日間実際に天気を観察して、気象情報と比べよう。p.7,8 

 

・台風の進み方と天気の変化について、資料（台風 11 号の気象衛星

の雲写真とアメダスの雨量情報）を使って調べよう。p.49,51 

 

・実際に台風が近づいてきたら、その台風の情報を集めて、進路と天

気の変化を予想してみよう。また、台風によって、どんな災害が起

きたか、調べてみよう。p.49 

H23 ・雲の様子と天気の変化をしらべよう。p.7 

・同じ時刻の雲写真、雨量情報、各地の天気、その日の福岡、大阪、

東京の空の様子と正午の気温である。次のことについて考え話し合

おう。p.10,11 

●日本付近の雲は、どのように動いているか。  

●雲の動きと天気の変化にはどのような関係があるか。  

●私たちの住んでいるあたりの天気は、どのように変化している

か。  

・天気を観察して気象情報と比べよう。p.13,14 

 

・台風の進み方と天気の変化を調べよう。p.61 

 

・実際に台風が近づいてきたら、その台風の情報を集めて、進み方と

天気の変化を予想し、台風によってどんな災害やめぐみがもたらさ

れたか、調べる。p.61 
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H27 ・雲の様子と天気の変化を調べましょう。p.7 

・気象情報を集めて、天気の変化を調べましょう。p.11 

・自分たちが集めた資料や正午の気象衛星の雲画像、アメダスの雨量

情報、各地の正午の天気、福岡、大阪、東京の空の様子と正午の気

温の資料をもとに考えましょう。p.12,13 

●日本付近の雲は、どのように動いているだろうか。  

●天気は、どのように変化しているだろうか。自分たちの住んでい

る地域の天気の変化をもとに考えよう。  

・明日の天気を予想しましょう。p.15 

 

・台風の動き方と天気の変化を調べる。p.64 

 

・台風による強い風や大雨によって、どのような災害が起きることが

あるか、調べましょう。p.67 

・台風による災害から生命を守るために、わたしたちにできることを

考え、話し合いましょう。p.68 

R2 ・雲の様子と天気の変化を調べましょう。p.9 

・気象情報を集めて、天気の変化を調べましょう。p.13 

・自分たちが集めた資料や正午の気象衛星の雲画像、アメダスの雨量

情報、各地の正午の天気、福岡、大阪、東京の空の様子と正午の気

温の資料をもとに、次のことについて考えましょう。p.14,15 

①天気の変化の仕方には、きまりのようなものがあるだろうか。  

②自分たちが集めた気象情報で、天気の変化の仕方を調べることが

できただろうか。  

・明日の天気を予想し、発表しましょう。p.17 

 

・台風の動き方と天気の変化を調べましょう。p.66 

 

・台風の強い風や大雨によって、どのような災害が起きるか考え、話

し合いましょう。p.69 

・台風による災害から生命を守るためにわたしたちができることを考

え話し合いましょう。p.70 
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教科書の内容を「実感を伴う活動・伴わない活動」と分けた基準は、

「実感を伴う活動」は自然災害に直接関わっている内容を学習している

かどうか、「実感を伴わない活動」は自然災害を間接的に学習しているか

どうかという点である。学習活動を通して児童が「豪雨災害は危険だ」

「災害を体験しなくても授業を受けて危険である」と感じることができ

るかどうかを主観にもとづいて判断した。  

 昭和 49 年から令和 2 年度までの教科書に掲載されている活動を項目

ごとにまとめ「実感を伴う活動・伴わない活動」に色付けして分けると、

全 49 項目のうち実感を伴う活動が 9、実感を伴わない活動が 40 で、実

感を伴う活動が 18％、実感を伴わない活動が 82％という割合になった。  

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 次頁では、自分が直感的に「実感を伴う活動になりそう」だと感じた

記事と「これは実感を伴う活動になりにくいな」と感じた記事の典型的

な例をいくつか示す。   

実感を伴う活動

18%

実感を伴わな

い活動

82%

実感を伴う活動

実感を伴わない活動

図 1. 昭和 49 年度から令和 2 年度までの教科書に掲載されて  

   いる内容の実感を伴う活動と伴わない活動の割合  

             （教科書調べを基に梅田が作成） 
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【実感を伴う活動】  

雨を降る様子を観察したり  

自然災害の写真を見たり、  

防災マップを作る活動。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実感を伴わない活動】  

雲の動きを観察したり、天気を  

予想したり、台風の進路を予想  

する活動。  
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記事の分類をした結果、私が「実感を伴う活動」だと感じたのは、豪

雨による災害がどのようなものか教科書を見ただけでわかるといった直

接的に災害に関係している内容であったり、雨の降り方、降った雨の流

れ方を観察したり、自分たちが住んでいる地域の防災マップを作製する

といった児童が体験できる活動であった。  

「実感を伴わない活動」だと感じたのは、雲の動きを観察したり、天

気の変化を観察したりするといった間接的に災害に関係していて豪雨災

害について想像しにくい内容であったり、天気や台風の進路を写真や天

気図から予想したりするといった体験的ではない活動であった。  

 以上のことから、「実感を伴う活動・伴わない活動」は災害に直接的 /

間接的に関係しているかどうか、体験活動かどうか、が関係しているこ

とが分かった。  

 

 

ここまで教科書調べを行ってきて「実感を伴う活動」を授業で行うこ

とが重要であるとわかった。しかし教科書に記載されている活動の中で

私が「実感を伴う活動」だと感じたものは全体の 2 割程度で、とても少

なかった。これでは災害の少ない岡山県では、まだまだ防災意識が高ま

らないと感じた。  

だから、授業の中で行える範囲で「実感を伴う活動」であり、子ども

達が体験しながら学び、防災意識を高めることのできるような教材を開

発したいと考えた。次章からはその教材開発に向けて研究を進めていこ

うと思う。  
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３．予備調査  

 教科書調べの結果から、私の直感で「実感を伴う活動」と感じたもの

が 9 つあった。それぞれ追試して明らかになったメリット・デメリット

をまとめる。  

 

【活動 1】東京書籍  昭和 49 年度  新訂「新しい理科 2 年」  

 ・雨の降る様子を調べましょう。  

 雨の降り方で雨水のたまり方や流れ方は、どう違うでしょうか。  

［メリット］  

・実際に自分の目で見ているから実感を伴いやすい  

・「こんなにも雨が降ったのか」と降った量を実感できる  

・「こういうところに水がたまるのか」というのが目に見てわかる  

［デメリット］  

 ・天候に左右される  

 ・雨の降り方によっては、雨の中外へ行き観察することが難しい  

 ・雨の降る様子を観察しただけでは災害について想像しにくい  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雨水のたまっている様子  図２．教科書の記述  雨水の流れる様子  
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【活動 2】東京書籍  昭和 52 年度  新編「新しい理科 2 年」  

 ・雨が降っているときの地面の様子を調べましょう。  

 雨の降り方でどう変わるでしょうか。  

［メリット］  

 ・実際に自分の目で見ているから実感を伴いやすい  

 ・雨の降り方で地面がどう変わるか調べることで、大雨が降ったら地   

  面が水を吸収せずに雨水が流れていくことが見てわかる  

 ・雨水が地面に吸収されず川に流れ、川が増水するというのが洪水に   

  つながり災害を意識することができる  

［デメリット］  

 ・天候に左右される  

 ・地面の様子を見ただけでは災害を想像しにくい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動 3】東京書籍  平成 14 年度「新しい理科 5 年上」  

 ・わたしたちが住んでいる地域で、過去に、台風によって災害が起き  

  たり、水不足が解消されたりしたことがあるか、地域の資料を調べ  

  たり、台風を経験した人の話を聞いたりしてみよう。  

図３．教科書の記述  

 

コンクリートの  
地面の様子  

アスファルト  
の地面の様子  
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［メリット］  

 ・岡山県でも災害が起こるということを意識することができる  

 ・台風が発生したらどのような被害が発生するのか知ることができる  

 ・写真などを見ると「怖い」と感じることができる  

［デメリット］  

 ・雨量は数字のみで表されているのでどのくらいか分かりにくい  

 ・岡山県内でもなじみのない場所だったら被害が大きいと言われても    

  実感がわかない  

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動 4】東京書籍  平成 17 年度  新編「新しい理科 5 年上」  

 ・実際に台風が近づいてきたら、その台風の情報を集めて進路と天気  

  の変化を予想してみよう。また、台風によって、どんな災害が起き  

  たか、調べてみよう。  

［メリット］  

 ・台風が来る前に危険を予測でき、災害に備えることができる  

 ・自分で調べることで、その台風の危険さを実感できる  

 ・どんな災害が起きたか調べることで今回の台風でも同じような災害  

  が起きるかもしれないと予測することができる  

図４．教科書の記述  
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［デメリット］  

 ・授業時に台風が発生しない可能性がある  

 

 

 

 

 

 

【活動 5】東京書籍  平成 23 年度「新しい理科 5 年」  

 ・実際に台風が近づいてきたら、その台風の情報を集めて、進み方と  

  天気の変化を予想し、台風によってどんな災害やめぐみがもたらさ  

  れたか、調べる。  

［メリット］  

 ・台風が来る前に危険を予測でき、災害に備えることができる  

 ・自分で調べることで、その台風の危険さを実感できる  

 ・どんな災害が起きたか調べることで今回の台風でも同じような災害  

  が起きるかもしれないと予測することができる  

［デメリット］  

 ・授業時に台風が発生しない可能性がある  

 

 

 

 

 

 

図５．教科書の記述  

図 6．教科書の記述  
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【活動 6.7】東京書籍  平成 27 年度  新編「新しい理科  5 年」  

 ・台風による強い風や大雨によって、どのような災害が起きることが  

  あるか、調べましょう。  

 ・台風による災害から生命を守るために、わたしたちにできることを  

  考え、話し合いましょう。  

［メリット］  

 ・自分たちで災害について調べることで台風によって大きな災害が起  

  こることを実感できる  

 ・災害から命を守ることを授業内で考え、話し合うことで実際に災害  

  が起きた時にどのような行動をすればよいか学ぶことができる  

［デメリット］  

 ・体験学習ではないから実感が伴いにくい  

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動 8.9】東京書籍  令和 2 年度「新しい理科  5 年」  

 ・台風の強い風や大雨によって、どのような災害が起きるか考え、話  

  し合いましょう。  

 ・台風による災害から生命を守るためにわたしたちができることを考  

  え話し合いましょう。  

図 7．教科書の記述  
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［メリット］  

 ・どのような災害が起こるか自分で考えることで、「大雨が降ったらこ  

  んな災害が起こる」というのが予測することができる  

 ・災害から命を守ることを授業内で考え、話し合うことで実際に災害  

  が起きた時にどのような行動をすればよいか学ぶことができる  

［デメリット］  

 ・実際にどんな災害が起きたのか調べないとどんな災害が起こるか考  

  えにくい  

 ・体験学習ではないから実感が伴いにくい  

 

 

 

 

 

 

 

 

活動６～９にある「防災マップ」について実際に自分の住んでいる地

域が洪水によってどれくらい被害が出るのか調べてみた。すると、私の

家のあたり一帯は浸水の被害がないと示されていた。どうして私の住ん

でいるところは被害がないとしめされているのか気になったので調べる

ことにした。  

すると、「芳岡川」という砂川につながる大きな川があることが分かっ

た。そして芳岡川が砂川につながるあたりに「芳岡川排水機場」という

施設があった。「排水機場」とは大雨などによる市街地や農地などへの水

図８．教科書の記述  
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害を未然に防止するために排水ポンプを運転して、雨水や生活排水など

を河川に強制的に排水するための施設である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この大きな芳岡川や排水機場によって、浸水の被害が起こらないと防

災マップに示されているのだろうとわかった。  

 しかし、防災マップを見て「私たちが住んでいるところは浸水の被害

はないから大丈夫」と安心して授業を終わらせてはいけない。なぜなら、

予想もしていないほどの大きな災害が起こったり、大人になったら地元

から離れて水害の被害を受ける場所で生活をする場合もある。そして西

日本豪雨の時に広島県では排水機場のポンプが故障して稼働せず被害が

出てしまった。正常に稼働していたとしても排水能力を超えていたと言

われている。このように自然災害は私たちが考えているよりもはるかに

大きな被害をもたらす。だから、「防災マップでは被害がでないと示され

ているから避難しなくても大丈夫だ」という考えを持ってはいけないと

わかった。  

 

芳岡川  排水機場  
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【結果】  

 実感を伴う活動の追試を行い、今までの教科書に記載されている活動

についてのメリット・デメリットが明確となった。  

 天気の変化の単元は天候に左右されることも多く、教科書にある活動

がその時の天候によって実際に出来ないという可能性がある。そして、

昭和から令和へ進んでいくにつれて防災教育を意識した内容になってい

るが、体験的な活動が少なく、実感を伴いにくいと感じた。そして防災

マップでは安全とされている地域であっても「安心だ」と感じて終わら

せるのではなく、災害が起きた時には適切な行動をして安全に避難でき

る子ども達を育てたい。  

 第 3 章では、天候に左右されず子ども自身が体験できる教材を開発す

るために研究を進めていくこととする。  
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第３章  教材研究  

 

 前章では歴代教科書に記載された実験を追試して、問題点を 2 つ指摘

した。本章では、それらの問題点を解決するための天候に左右されず、

子ども自身が体験できる教材開発を行っていく。  

 

１．開発の方針  

 2 つの問題点を解決するための開発の方針は以下のとおりである。  

→  雨だから、晴れだから出来ない、と天気に左右される活動では限ら

れた時間の中で授業を終えることが困難である。そこでどのような

天気でも教室の中でできる教材を開発する。  

→  写真や動画を見るだけでは、その瞬間は「怖いな、これから気を付

けよう」と感じることができるが実際に自分が体験したことではない

から記憶に残りにくい。だから、自分の生活に置き換えて考えること

ができるような体験的な活動ができる教材を開発する。  

 

 開発した教材を使うことによって洪水による災害を自分事としてとら

え、理科の授業の中で防災についても学ぶことができ、自分の命は自分

で守ることができるようになるのではないかと考える。  

1.天気単元は天候に左右されることも多く、教科書にある活動が

その時の天候によって実際に出来ない。  

2.昭和から令和へ進んでいくにつれて防災教育を意識した内容   

 になっているが、体験的な活動が少なく、実感を伴いにくい。 
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教材１．防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな？」   

国土交通省が作成しているカードゲームを用いて、学校教育等の場で

水害から命を守るための方法や防災について楽しみながら学ぶことがで

きる。このカードで七ならべ、かるた、ババ抜きをすることができる。

今回は七ならべを取り上げる。  

（１）準備物  

・防災カードゲーム「このつぎなにがおきる

かな？」のすいがい編のカード１ ０ ）  

（２）人数  

・2 人～４人  

（３）進め方  

①Ａと書かれたカードを１～７  

の番号順に並べる。（「これぐ  

らいならだいじょうぶかも  

…」と書かれたカードは、こ  

のゲームでは使わないか  

ら、省いておく。）  

 

②プレイヤー全員に 5、 6 枚均等にカードを配り、じゃんけん等で

誰からカードを並べるか決める。  

    

 

 

   

 

図 9．防災カードゲーム  

図 10．「これぐらいならだいじょうぶか

も…」カードと A のカード  

図 11．一人が持つ枚数  
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③最初のプレイヤーは、手持ちカードの中にＢと書かれたカードがあ

れば、場に出ている同じ組のＡのカードに並べて出すことができ

る。出せるカードがなければパスして次の人のターンになる。カ

ードを出したらカードに書いてあるコメントを読む。  

 

 

 

 

 

 

④ 2 番目以降のプレイヤ  

ーは、③の繰り返しで  

進める。  

 

 

⑤Ｄのカードがでたら全員で、

ＡＢＣカードのコメントと、Ｄカードの

「！」マークコメント（避難するための注

意事項）を声に出して読み上げる。  

 

  

実際にこのカードゲームを行い、楽しみながら小学生でもわかりやすく

水害について学べると感じた。ゲーム一回にかかる時間は 5～10 分で

あったので、授業の導入部分で用いることができると考えた。しかし、

ゲームに夢中になりすぎてしまうという問題点も見つかった。  

図 12．B のカードから並べるモデル  

図 13．カードゲームの経過  

図 14．D カードの「！」コメント  
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教材２．自分だけのオリジナルマイタイムライン！！  

 まず、「マイ・タイムライン」について国土交通省ホームページ１ １ ）

では以下のように説明されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）準備物  

 ・マイ・タイムラインワークシート  

 ・小学校区の水害マップ   

（２）進め方  

  ①作成年月日、小学校区で決められている避難場所を記入する。  

  ②「学校」は、小学校で決められている水害が起きた場合の避難方

法を記入する。避難する際の気を付けることも記入する。  

  ③「通学路」は、自分がいつも通っている家から学校までの間で水

害が起こったときに、学校に近い場合と家に近い場合の二つの避

難方法を記入する。水害が起こった際に通学路の危険箇所も記入

する。  

マイ・タイムラインとは住民一人ひとりのタイムライン（防災行

動計画）であり、台風等の接近による大雨によって河川の水位が上

昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理

し、自ら考え命を守る避難行動のための一助とするものである。  

 その検討過程では、市区町村が作成・公表した洪水ハザードマッ

プを用いて、自らの様々な洪水リスクを知り、どの様な避難行動が

必要か、また、どういうタイミングで避難することが良いのかを自

ら考え、さらには、家族と一緒に日常的に考えるものである。  
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  ④「休日/放課後」は、休日や放課後に自分がどこにいることが多

いか考え、その場所での避難方法を記入する。水害が起こった

際にその場所での危険箇所も調べ、記入する。  

  ⑤「自宅」は、保護者の方と自宅にいるときの避難方法を一緒に考

えて記入する。水害が起こった際に自宅の周りの危険箇所も保

護者の方と一緒に調べて記入する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実際に自分の小学校での避難方法や、小学生のときに使っていた通

学路、小学生のときの休日の過ごし方をもとに書いていくと、小学生の

ときには気づかなかった危険な場所やどの道を通って避難すればよいか

確認することができた。そして、自宅にいるときの避難方法を家族と一

緒に考えることで、家族全員で避難に対する共通認識を持つことができ

た。自分の生活圏内すべての時の避難方法を考え、記入することで急な

水害が起こっても落ち着いて、安全に避難することができると考えた。

そして、自分が作成したマイ・タイムラインを周りの人と共有すること

が大切だと分かった。  

図 15．マイ・タイムラインワークシート  
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第４章  授業実践  

 

１．目的および研究仮説  

前章で取り上げた「このつぎなにがおきるかな？」の防災カードゲ

ームの教材と「自分だけのオリジナルマイタイムライン」の教材は理

科の授業の中で、水害が起きた際の避難方法を自分の生活に合わせて

考えることができる教材であるか調査するために行うものとする。  

２．調査対象  

岡山県 o 市立 k 小学校  5 年生 (男子 20 名、女子 16 名 ) 

３．調査日時  

 令和 3 年 10 月 8 日（金）  

 令和 3 年 10 月 15 日（金）  

 令和 3 年 10 月 20 日（水）  

４．調査方法  

「台風と天気の変化」の単元を一度学習した後に、さらに 3 回の授

業を行う。授業は、調査対象の小学校の先生と協議・検討し作成した

指導案に沿って行う。まず、第 1 回目の授業では防災カードゲームを

用いて、水害が発生したら起こる被害について学習する。第 2.3 回目

の授業では水害時の避難の仕方について 4 つの状況に分けて考え、マ

イ・タイムラインのワークシートに避難方法を記入するという学習を

行う。そして、この 3 時間の授業を通して水害に対しての捉え方や、

避難の仕方について授業を受ける前と比べてどのように変化したのか

マイ・タイムラインのワークシートや授業後の児童のまとめや振り返

りをもとに教材が適切であるか考察する。  
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５．授業の様子   

〈第１時間目〉  

 まず復習として、台風の衛星写真をテレビに映して台風はどのように

動くか児童に示してもらった。二名の児童を指名したところ、二名とも

「南で発生した後、西へと動きやがて北や東に動く」と指で示しながら

説明した。台風による被害についての動画を見たあとに、本時は洪水に

注目して学ぶと伝えてから防災カードゲームの活動を行った。  

防災カードゲームでは洪水が発生するとどのようなことが起こるのか

について七並べをして学んだ。児童は｢え！  そんなことが起こるの！  

知らなかった！｣や｢こわいな｣と発言しており、活動に意欲的に取り組

んでいる様子が見られた。ゲーム 1 回にかかる時間は予想していたより

も早く終わったので、10 分で 2 回カードゲームを行うことができた。  

 

 

 

 

 

 

 

防災カードゲームで洪水について学んだあとに、自分たちの住む地域

で洪水が発生したらどうなるのかについて写真などを用いて説明した。  

この活動では、①学区の浸水マップを児童一人ひとりのタブレットに

提示し、この小学校区では洪水によって浸水しないことに気づかせる。

②この小学校のある地域は、社会科の授業で学習した干拓地であること

に気づかせる。③干拓地はもとは海だったところに家や田んぼがあり、

図 16．第一回授業の様子  
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田んぼは川から水を引いているから川の方が位置が高く洪水が発生しや

すいのではないかと疑問をもたせる。④洪水が発生しにくい理由として

学区に排水機場のポンプがあり、そのポンプがあることで防がれている

ということを伝え、疑問を解決する。という流れで児童と対話しながら

学習を進めようと計画していた。しかし、実際の

授業では多くの児童はタブレットに提示された浸

水マップに集中してしまったことと、教師側の発

問や説明が児童にとってわかりにくい表現で進め

てしまったことから、計画していた対話しながら

疑問点を解決していくという学習の流れを進める

ことができないまま授業は終了した。  

  

 

〈第 2 時間目〉  

 前時で学習したことを振り返り、本時では「マイ・タイムライン」の

作成を行っていくことを伝え、マイ・タイムラインとは「洪水が起きて

避難する際に役に立つもの」

と有効性について説明を行っ

た。その後に、マイ・タイムラ

インのワークシートを配布し

児童と一緒に作成を進めた。  

 

まずは、「学校」の場合を教師のお手本を自分のマイ・タイムラインに

書き写し、「教室にいるときはなぜ教室に待機するのか、運動場にいると

きはなぜ校舎の二階以上に避難するのか」を全体で考えた。児童は「水

図 17．授業で使用した排水

機場の資料  

図 18．第二回授業の様子  
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が来るから高いところに避難しないといけない」と洪水が起きたら高い

場所へ避難することを理解していた。そして、避難するときの合言葉「お

はしも（おさない、はしらない、しゃべらない、もどらない）」について

も確認を行った。  

  

 

 

 

 

次に、「通学路」の場合を教師のお手本をもとに全体で考えながら記入

した。一つ目に「小学校に近い場合」を考えた。どこへ避難すべきか児

童に問うと「学校に避難する」と答え、理由を聞くと「学校のほうが近

いし、高いから」と答えた。児童の答えた内容をもとに、学校に近いと

きは家まで帰るのは時間がかかって洪水に巻き込まれるかもしれないか

ら、すぐに学校へ戻り校舎の二階以上へ避難することを全体で確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19．児童のワークシート  

 

図 20．児童のワークシート  
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二つ目に「学校と家の間」を考えた。まずは、教師の通学路ではここ

に避難することを理由も含めて紹介した。そして、避難するだけではな

く、避難した後の地域の人や周りの大人の指示に従うという行動も紹介

した。この部分は児童それぞれ通学路が異なるから、自分の通学路では

どこに避難できるかを考え記入した。避難場所として「近くの建物」「家」

「学校」と記入している児童が多く見られた。  

 

 

 

 

 

 

 

三つ目に「家に近い場合」を考えた。この部分は教師の手本を見せる

のではなく「先生はどこへ避難したらいいかな？」と児童に問い、児童

から「家のほうが近いから家へ避難する」と答えるようにさせた。そし

て、ここでは避難した後の保護者の方への連絡の取り方も確認した。そ

の後、自分の場合を児童は「家の二階に避難する」「家よりも高い建物に

避難する」と自分がどこへ避難すれば安全かをしっかりと考えて記入し

ていた。  

 

 

 

 

 

図 21．児童のワークシート  

図 22．児童のワークシート  
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そして、三つの場合すべてで洪水が起きたらどうなるか、もう一度児

童に問い「川の水があふれてくる」ことを確認した。このことから、避

難するときには川や用水路、マンホールから離れることが大切であると

全体で確認し、記入した。どの場合においても具体的に記入しておくほ

うがわかりやすいと伝えた。  

「通学路」の後は「休日 /放課後」について考えた。はじめに、公園に

行っているときや習い事しているとき、祖父母や親せきの家に居るとき

など児童が休日や放課後に過ごすことが多そうな場所をいくつか例に挙

げ、自分ならどこにいることが多いのかを考えさせた。その後、どのよ

うに避難するのか、避難する際に気をつけること、誰の指示に従うのか

など記入した。多くの児童は様々な場所を挙げて記入していたが、数名

の児童は「休日 /放課後も自宅で過ごすから記入できない」と言って記入

することができていなかった。このような児童がいると想定しておらず、

「自宅と書いてもいいよ」という指示を出せていなかったことが反省点

であった。そして「これは自分だけのマイ・タイムラインだからできる

だけ自分で考えてみよう」と指示をして、それでもどうしても書けない

児童には教師のお手本を参考にして書いてもよいと声掛けをした。  

 

 

 

 

 

 

 

 
図 23．児童のワークシート  
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そして「自宅」の部分は授業の中で記入するのではなく、「家へ持ち帰

り、授業で記入したように保護者の方と話し合って記入しましょう」と

指示をした。  

最後にマイ・タイムラインを作成するときのポイントとして「川の場

所」と「避難場所までの距離」に注目して書くことを児童と一緒に確認

し、児童から出た意見をもとにまとめを行い、授業を終了した。  

 

 

〈第 3 時間目〉  

 前時では何を作成したか、その作成しているものは何に役に立つもの

なのか児童に聞き、マイ・タイムラインについて振り返りをした。マイ・

タイムラインを書くうえで大切な 2 つのポイントについても聞き「川の

場所」と「避難所までの距離」という答えが児童から出た。  

 まずは、前時の最後に「自宅」の部分をおうちの方と書いてくるよう

課題にしており、書いてきたことに不足はないか、書き足したいことは

ないか個人での振り返りの時間を設けた。その際モニターに学区にある

川の位置を地図上で示し、なにか気づいたことなどあれば書き足すよう

指示をした。  

 

 

 

 

 

 

 図 24．児童のワークシート  
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 次に、完成したマイ・タイムラインを児童同士で共有する時間を設け

た。3 分間で「学校」以外の「通学」「休日 /放課後」「自宅」の部分をど

のように書いたか紹介し、聞いた人は相手のよいと思ったところや真似

したいと思ったところ伝えましょうと指示をして 2 回行った。1 回目が

終了した後、ペアの人がどのようなことを書いていたのか数人を指名し

全体で共有した。他の人の意見を聞いて自分も書き足したいことがあれ

ば書き足してもよいと伝えた。その後に、違うペアになりもう一度同じ

流れでマイ・タイムラインの紹介を行った。2 回目が終了した後も全体

での共有の時間を設け、書き足したいことを書く時間を設けた。  

 最後に本時のまとめとマイ・タイムラインの作成についてのまとめを

行った。「マイ・タイムラインは何に役に立つのか」「避難を始めるタイ

ミングはいつか」を全体で確認し、児童から出た意見をもとに本時のま

とめを書いた。その後に、マイ・タイムライン作成についてのまとめを

児童が個人で考え、数人を指名して全体で共有して授業を終了した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 25．児童のノート  
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第５章  考察および改善案  

 

本研究で教材開発や授業実践を進めてきて、授業の中でマイ・タイム

ラインを作成することは大いに有効であることがわかった。また、児童

の振り返りから「早めの避難が大切」「マイ・タイムラインがあると安全

に避難ができる」「これから台風が来たらマイ・タイムラインを使う」な

ど台風によって起こる災害を自分の生活に照らし合わせて考える授業を

行うことで児童の防災意識を高められることがわかった。そして、理科

の授業だけでなく他の教科とも関連付けてマイ・タイムラインを活用す

ることで、より防災意識を高められるのではないかと考えた。  

今回の研究テーマである「自然災害について考える理科の授業づくり」

は、これからも研究を続けていき、子どもたちの防災意識を高めていき

たいと考える。そして、学校全体で作成し防災教育を一貫して行うこと

ができるよう広めていきたい。  

 しかし、授業を行うにあたって改善点も明らかになった。４つの状況

に分けてマイ・タイムラインを作成する際に「休日 /放課後」を自宅で過

ごすことが多いため「自宅」の部分と同じ内容になってしまう児童が数

名いた。実際の授業では、そのような児童に対して教師から様々な場所

を提案して時々訪れる場所を記入させてしまった。そこで、「自宅と同じ

になってもいいよ」と伝え、もう一度自宅へ持ち帰り保護者の方と一緒

に休日 /放課後に自宅以外の場所へ行った時のことを想定して避難方法

を記入するという対応をすることで災害が起きた際により安全に避難す

ることができるのではないかと考えた。これらのことから「台風と天気

の変化」の単元案を改善し、以下に示す。  
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